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(57)【要約】
本発明は温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１１
００と、スライディングされて前記温熱治療器１０１０
を覆うカバー１２５０及び、前記ボディー１１００にス
ライディングのために形成されたガイド溝を含めて構成
されることを特徴とするスライディング方式の温熱治療
器に関するものである。本発明によれば、温熱治療器が
使用されない場合は、下部ベッド部材をボディに重なる
ようにスライディングされることができ、スペースの活
用が容易であり、温熱治療器が使用される場合には、下
部ベッド部材を容易にスライディング方式で展開できる
効果が発生される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１１００と、
前記ボディ１１００からスライディングされて展開されたり重なったりしながらベッドの
長さを変化させる下部ベッド部材１２００と、
前記下部ベッド部材１２００に形成されて、下部ベッド部材１２００がボディ１１００に
重なる際に温熱治療装置１０１０の上部を覆うカバー１２５０及び、
前記ボディ１１００にスライディングのために形成されたガイド溝と、を含めて構成され
ることを特徴とするスライディング方式の温熱治療器。
【請求項２】
温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１１００と、
前記ボディ１１００からスライディングされて展開されたり重なったりしながらベッドの
長さを変化させる下部ベッド部材１２００と、
前記下部ベッド部材１２００に形成されて、下部ベッド部材１２００がボディ１１００に
重なる際に温熱治療装置１０１０の上部を覆うカバー１２５０及び、
前記カバー１２５０にスライディングのために形成されたガイド溝と、を含めて構成され
ることを特徴とするスライディング方式の温熱治療器。
【請求項３】
前記カバー１２５０にガイド溝に沿って移動されるフレームが含まれることを特徴とする
請求項１に記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項４】
前記ボディ１１００にガイド溝に沿って移動されるフレームが含まれることを特徴とする
請求項２に記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項５】
前記ボディ１１００にガイド突起が形成されて、前記ガイド突起にはローラが設けられる
ことを特徴とする請求項４に記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項６】
前記カバー１２５０には発熱部材が形成されることを特徴とする請求項１乃至請求項５の
いずれかに記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項７】
前記カバー１２５０にはローラが形成されることを特徴とする請求項１乃至請求項５のい
ずれかに記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項８】
前記ガイド溝がフレーム、温熱治療装置の上部、側部及び下部領域のうちいずれか１つの
領域に形成されることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のスライディ
ング方式の温熱治療器。
【請求項９】
前記ガイド溝またはフレームに段顎、
突出部、凹部またはソレノイド部材のいずれかが形成されることを特徴とする請求項１乃
至請求項５のいずれかに記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項１０】
前記ガイド溝またはフレームにベアリングが形成されることを特徴とする請求項９に記載
のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項１１】
前記温熱治療装置の下段に電極端子が形成されて、カバーの上段と下段にこれに接続され
る端子部が形成されることを特徴とする請求項６に記載のスライディング方式の温熱治療
器。
【請求項１２】
前記端子を通じてカバーが閉じられた状態でもカバーの発熱部材が動作されることを特徴
とする請求項１１に記載のスライディング方式の温熱治療器。
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【請求項１３】
温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１１００と、
前記ボディ１１００からスライディングされて展開されたり重なったりしながらベッドの
長さを変化させる下部ベッド部材１２００と、
前記下部ベッド部材１２００に形成されて、下部ベッド部材１２００がボディ１１００に
重なる際に温熱治療装置１０１０の上部を覆うカバー１２５０及び、
前記ボディ１１００の下段部分に形成されるボディ端子部１６００と、を含むことを特徴
とするスライディング方式の温熱治療器。
【請求項１４】
前記ボディ端子部１６００にはボディ電源端子１６０２とボディ温度センサ端子１６０４
及びボディ開きセンサ端子１６０６が形成されることを特徴とする請求項１３に記載のス
ライディング方式の温熱治療器。
【請求項１５】
前記下部ベッド部材には下部ベッド部材がボディから完全に展開された状態で前記ボディ
端子部１６００と接するように形成される下部ベッド上部端子部１２１０が形成されるこ
とを特徴とする請求項１３に記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項１６】
前記下部ベッド部材には下部ベッド部材がボディに完全に重なった状態でボディ端子部１
６００と接するように形成される下部ベッド下部端子部１２３０が形成されることを特徴
とする請求項１５に記載のスライディング方式の温熱治療器。
【請求項１７】
前記下部ベッド上部端子部１２１０には両側にリミットスイッチ１２１８が設けられてボ
ディ端子部１６００と下部ベッド上部端子部１２１０が接する際に、下部ベッド下部端子
部１２３０に印加される電源を遮断することを特徴とする請求項１６に記載のスライディ
ング方式の温熱治療器。
【請求項１８】
前記下部ベッド上部端子部１２１０には上部電源端子１２１２と上部温度センサ端子１２
１４及び完全開きセンサ端子１２１６が形成されることを特徴とする請求項１５に記載の
スライディング方式の温熱治療器。
【請求項１９】
前記ボディ端子部１６００はボディ１１００に埋立形成された端子ハウジング１６１０と
、前記端子ハウジング１６１０を覆う端子カバー１６２０と、前記端子ハウジング１６１
０に装着されて端子カバー１６２０を弾性的に支持するカバー弾性部材１６３０と、端子
カバー１６２０の上面に形成された端子穴１６２４を通じて外側に突出される端子を含め
て構成されることを特徴とする請求項１３乃至請求項１８のいずれかに記載のスライディ
ング方式の温熱治療器。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は温熱治療に使用されるスライディング方式の温熱治療器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来には不適切な姿勢で長い間作業を継続したり、長期間このような姿勢が習慣化され
ることにより生じる脊椎部位の筋肉及び神経組織に発生される急性または慢性的な痛みを
緩和させて、身体の血液循環を改善したり瞬間的な筋肉の凝りなどを解消するために身体
部位に沿って移動しながら痛みの発生部位に温熱による刺激を通じて血行を改善させる温
熱治療ベッドが広く使われている。
【０００３】
　このような温熱治療に使われる従来の温熱治療器は折りたたまれない一般ベッド形態で
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形成されて、使用されない場合にも多くのスペースを占める問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が成し遂げようとする技術的な課題は、使用しない場合に占めるスペースが減少
される形態を持つ温熱治療器を提供することである。
【０００５】
　本発明が成し遂げようとする他の技術的な課題は、占めるスペースが減少されても、そ
の構造的な変形が非常に簡単に行われる温熱治療器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１１００と、スライディングされて
前記温熱治療器１０１０を覆うカバー１２５０及び、前記ボディ１１００にスライディン
グのために形成されたガイド溝とを含めて構成されることを特徴とするスライディング方
式の温熱治療器を提供する。
【０００７】
　そして、本発明は温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１１００と、スライディン
グされて前記の温熱治療装置１０１０を覆うカバー１２５０及び、前記カバー１２５０に
スライディングのために形成されたガイド溝を含めて構成されることを特徴とするスライ
ディング方式の温熱治療器も提供する。
【０００８】
　そして、前記カバー１２５０にガイド溝に沿って移動されるフレームが含まれて、前記
ボディ１１００にガイド溝に沿って移動されるフレームが含まれる。
【０００９】
　前記ボディ１１００にガイド突起が形成されて、前記ガイド突起にはローラが設けられ
て、前期カバー１２５０には発熱部材が形成されて、前記カバー１２５０にはローラが形
成される。
【００１０】
　前記ガイド溝がフレーム、温熱治療装置の上部、側部及び下部の領域のうちのいずれか
１つの領域に形成されて、前記のガイド溝またはフレームに固定部が形成されることがで
きる。
【００１１】
　前記固定部は段顎、突出部、凹部またはソレノイド部材のいずれか１つに形成されるこ
とができる。前記ガイド溝またはフレームにベアリングが形成されることができるし、前
記温熱治療装置の下段に電極端子が形成されて、カバーの上端と下段にこれに接続される
端子部が形成されることができる。
【００１２】
　前記端子を通じてカバーが閉じられた状態でもカバーの発熱部材が動作することができ
る。
【００１３】
　一方、本発明は温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１１００と前記ボディ１１０
０からスライディングされて展開されたり重なったりしながらベッドの長さを変化させる
下部ベッド部材１２００及び前記ボディ１１００の下段部分に形成されるボディ端子部１
６００、を含むことを特徴とするスライディング方式の温熱治療器も提供する。
【００１４】
　前記ボディ端子部１６００には、ボディ電源端子１６０２とボディ温度センサ端子１６
０４及びボディ開きセンサ端子１６０６が形成されて、前記下部ベッド部材には下部ベッ
ド部材がボディから完全に展開された状態で前記ボディ端子部１６００と接するように形
成される下部ベッド上部端子部１２１０が形成されることができる。
【００１５】
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　前記下部ベッド部材には下部ベッド部材がボディに完全に重なった状態でボディ端子部
１６００と接するように形成される下部ベッド下部端子部１２３０が形成されて、前記下
部ベッド上部端子部１２１０には両側にリミットスイッチ１２１８が設けられてボディ端
子部１６００と下部ベッド上部端子部１２１０が接する際に、下部ベッド下部端子部１２
３０に印加される電源を遮断することができる。
【００１６】
　前記下部ベッド上部端子部１２１０には上部電源端子１２１２と上部温度センサ端子１
２１４及び完全開きセンサ端子１２１６が形成されて、前記ボディ端子部１６００はボデ
ィ１１００に埋立形成された端子ハウジング１６１０と、前記端子ハウジング１６１０を
覆う端子カバー１６２０と、前記端子ハウジング１６１０に装着されて端子カバー１６２
０を弾性的に支持するカバー弾性部材１６３０と端子カバー１６２０の上面に形成された
端子穴１６２４を通じて外側に突出される端子を含めて構成される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば温熱治療器が使用されない場合には、下部ベッド部材をボディに重なる
ようにスライディングされることができ、スペースの活用が容易であり、温熱治療器が使
用される場合には、下部ベッド部材を容易にスライディング方式で展開できる効果が発生
される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明である温熱治療器が展開された状態を示す斜視図である。
【図２】図１の温熱治療器のスライディング構造のみを概略的に図示した概略図である。
【図３】電磁石を利用した自動スライディング構造の正面図である。
【図４】シリンダーの構造を適用した自動スライディング構造の正面図である。
【図５】ギア構造を適用した自動スライディング構造の正面図である。
【図６】スプリング構造を適用した自動スライディング構造の正面図である。
【図７】手動ストッパー構造が形成された状態を示す正面図である。
【図８】自動ストッパー構造が形成された状態を示す正面図である。
【図９】棒フレームに輪が装着されたことを示す概略図である。
【図１０】棒フレームの周りに一定の厚さの布部材が形成されたことを示す概略図である
。
【図１１】ガイド溝の周りに複数のベアリング構造が形成されたことを示す概略図である
。
【図１２】本発明の中、ボディのガイド溝がボディの両側の上部に形成されたことを示す
概略図である。
【図１３】本発明の中、ボディのガイド溝がボディの両側の中間部に形成されたこと示す
概略図である。
【図１４】本発明の中、ボディのガイド溝がボディの両側の下部に形成されたことを示す
概略図である。
【図１５】本発明の中、ボディのガイド突起がボディの両側の上部に形成されたことを示
す概略図である。
【図１６】本発明の中、ボディのガイド突起がボディの両側の中間部に形成されたことを
示す概略図である。
【図１７】本発明の中、ボディのガイド突起がボディの両側の下部に形成されたことを示
す概略図である。
【図１８】ボディの中央下部にガイド溝が形成された状態を示す概略図である。
【図１９】フレーム構造が形成されていないスライディング方式の温熱治療器を示す斜視
図である。
【図２０】図１９のａ部分を示す拡大断面図である。
【図２１】図１９でローラの装着位置が変形されたことを示す断面図である。
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【図２２】図１に対するベッド内の内側ローラの装着構造を示すための断面図である。
【図２３】本発明の中、ボディに下部ベッド部材を重なっておいた斜視図である。
【図２４】本発明の中、ボディから下部ベッド部材を展開しておいた斜視図である。
【図２５】図２４のボディの内部に装着された温熱治療装置を図示した斜視図である。
【図２６】図２５の平面図及び側断面図である。
【図２７】図２４の下部ベッド部材の底面図と側面図である。
【図２８】ボディ端子部の分解斜視図である。
【図２９】ボディ端子部の平面図、正面図、底面図及び側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の望ましい実施例を添付された図面を参照にして、詳細に説明する。まず
、各図面の構成要素に参照符号を付加することにおいて、同一の構成要素については、た
とえ異なる図面上に示されても、できるだけ同一の符号を付けるようにしていることに留
意しなければならない。また、本発明を説明するにあたり、関連された公知構成または機
能に対する具体的な説明が本発明の要旨を不明瞭にする可能性があると判断される場合に
はその詳細な説明は省略する。
【００２０】
　図１は本発明の第１実施例による温熱治療器が展開された状態を示す斜視図であり、図
２は図１の温熱治療器のスライディング構造のみを概略的に図示した概略図である。
【００２１】
　図１のように本実施例である温熱治療器は温熱治療装置１０１０が設けられたボディ１
１００と、前記ボディ１１００に連結された状態でスライディングされて展開されたり重
なったりする下部ベッド部材１２００を含めて構成される。
【００２２】
　前記ボディ１１００は温熱治療装置１０１０と、温熱治療装置１０１０を支持するフレ
ーム１１５０、１１６０を含む。また、温熱治療装置とフレームの間には長さ方向にガイ
ド溝１１８０が形成される。
【００２３】
　温熱治療装置は長軸方向（前述した長さ方向）に中空を持つ温熱治療マットと、温熱治
療マットの中の中空に沿って移動する温熱治療器と、温熱治療器を長軸方向に移動させる
移動手段を具備する。これを通じて使用者が温熱治療装置に横になって、脊椎領域の温熱
マッサージを行うことができる。
【００２４】
　前記フレーム１１５０、１１６０は左側面フレーム１１５０と右側面フレーム１１６０
及び前記左側面及び右側面フレーム１１５０、１１６０の間を連結する中央連結フレーム
１１７０を含む。前記中央連結フレーム１１７０は少なくとも一つ以上に形成されて温熱
治療装置１０１０の下部を支持する。
【００２５】
　左側面フレームと右側面フレームは図面のように、おおよそ四角のベルトの形状で製作
される。左側面フレームと右側面フレームは前記温熱治療装置の側面に対応する側面フレ
ームと、床面に支持される床フレームと、前記側面フレームと床フレームの間を連結する
連結フレームを具備する。この時、前記のフレームは単一ボディで製作されたり、それぞ
れ分離して製作された後、結合されることができる。
【００２６】
　ここで、側面フレームは板の形状で製作されて、床フレーム及び連結フレームは棒の形
状で製作されることが効果的である。
【００２７】
　ここで、前記側面フレームが前記温熱治療装置の上側面より突出されていることが効果
的である。これを通じて下部ベッド部材が展開されて使用者が温熱治療を受ける場合、側
面フレームにより側面から落ちることを防止することができる。また、下部ベッド部材が
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温熱治療装置と重なる場合、側面フレームの高さと下部ベッド部材の高さを誤差の範囲（
±５％）内で同一にすることができる。これを通じて温熱治療器を温熱ソファーや椅子と
して使用することができる。
【００２８】
　ここで、前記側面フレームの高さを前記温熱治療装置の高さより高く製作したり、側面
フレーム部の突出高さだけを制御して前述した構成を得ることができる。
【００２９】
　前記温熱治療装置の上側面で突出される前記側面フレームの高さは、下部ベッド部材の
高さを１００％にする場合、８０ないし１２０％であることが効果的である。これは下部
ベッド部材の高さによりその突出の高さを多様にすることができるし、下部ベッド部材が
スライディングされるガイド溝の高さによってもその突出の高さが可変することができる
ためである。
【００３０】
　本実施例のガイド溝に沿って下部ベッド部材がスライディングできる。前記ガイド溝は
図面に図示されたようにフレームと温熱治療装置の間の空間に形成される。すなわち、左
側面フレームと温熱治療装置の間に一つのガイド溝が形成されて、右側面フレームと温熱
治療装置の間に他の一つのガイド溝が形成される。
【００３１】
　ガイド溝はフレームと温熱治療装置の向き合う面のそれぞれに長軸方向で長く形成され
た溝の形態で製作されることができる。もちろん、これに限定されなく、前記温熱治療装
置と向き合うフレームの内側面に形成されたり、フレームと向き合う温熱治療装置の外側
面に形成されることができる。すなわち、温熱治療装置の治療マットの外側面に形成され
ることができる。
【００３２】
　そして、前記下部ベッド部材１２００は前記ガイド溝１１８０に沿って移動する棒フレ
ーム１２７０と、棒フレームの間に設けられた上部カバー１２５０を含む。
【００３３】
　したがって、前記下部ベッド部材１２００は前記棒フレーム１２７０がガイド溝１１８
０に沿って前後の方向に移動（または、スライディング）することで、ボディ１１００、
つまり温熱治療装置の上部に重なったり、ボディ１１００から外側に展開される。
【００３４】
　上部カバー１２５０は前記下部ベッド部材１２００がボディ１１００に重なる際に、温
熱治療装置１０１０の上部を覆って温熱治療装置１０１０の上部を保護する役割をする。
【００３５】
　上部カバー１２５０は、布、革及びレザー材質のカバー部とカバー部の内側に位置した
発熱手段を具備する。前記カバー部の材質はこれに限定されなく、多様な材質が使われる
ことができる。前記発熱手段はカバー部の前面に位置して上部カバーを一定の温度で加熱
させることができる。本実施例では前記発熱手段として面状の発熱体を使用する。もちろ
んこれに限定されないで、熱線のような多様な発熱手段が使用できる。ここで、面状の発
熱体または熱線を使用する場合、熱の伝達の効率を向上させて、火災の危険を減らすため
の板状の部材が上部カバーに挿入されることができる。
【００３６】
　このように、上部カバーに発熱手段を置くことにより、使用者が下部ベッド部材を展開
して温熱治療装置を通じて脊椎領域の温熱治療を行う場合、下側、つまり脚の領域を暖か
くして疲労感を減らすことができる。また、本実施例では上部カバーが温熱治療装置の上
側に重なる場合にも発熱手段が動作できるようにする。これを通じて使用者が温熱治療ベ
ッドをソファーや椅子などのように使用する際に暖かい感じを与えることができる。
【００３７】
　前述のとおり、温熱治療装置は中空を持つ温熱治療マットを具備する。もちろん前記マ
ットの上側に保護カバーが設置されているが、前記中空により温熱治療器を他の用途で使
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用できない短所があった。
【００３８】
　本実施例では温熱治療器が使用されない場合には、前記上部カバー１２５０が温熱治療
装置１０１０の上部を覆って中空が露出されないようにすることによって、温熱治療器を
温熱ソファーや椅子にも使用できる。
【００３９】
　前記下部ベッド部材１２００は両側の棒フレーム１２７０の後端１２９０が下方で湾曲
延長されて地面で一体化される形態である。つまり、棒フレームはガイド溝に対応される
二つの溝フレームと、展開の際に床面に安置される床フレームと、前記二つの溝フレーム
と、床フレームの間を連結する連結フレームを具備する。また、必要に応じて前記溝フレ
ームの間には上部カバーを保護及び組み立てを容易にするために二つの溝フレームの間を
連結する保護フレームを具備することができる。
【００４０】
　したがって、下部ベッド部材１２００の後方は両側の棒フレーム１２７０の後端１２９
０の形状によって支持される。
【００４１】
　一方、前記スライディング構造は自動・半自動スライディング及び手動スライディング
構造が可能である。すなわち、使用者が下部ベッド部材を直接スライディングしたり、自
動及び半自動の形態でスライディングすることができる。
【００４２】
　下記において、色んな変形例の形態の自動・半自動スライディング構造を説明する。
【００４３】
　以下において、理解の便宜のために必要な場合、図面に下部ベッド部材１２００を図示
する際に、棒フレーム１２７０だけ図示する。また、図面ではフレーム領域にガイド溝が
形成されることを図示したが、これに限定されなく、前述したように温熱治療マットにガ
イド溝が形成されることができて、フレームと温熱治療マットの両側にガイド溝が形成さ
れることができる。
【００４４】
　第１変形例による自動スライディング構造は電磁石を利用した構造であり、図３は電磁
石を利用した自動スライディング構造の正面図である。ボディ１１００のガイド溝１１８
０の一側に電磁石１３１０を設置して、電磁石１３１０に電流を印加させて下部ベッド部
材１２００の棒フレーム１２７０を引き寄せる構造である。
【００４５】
　この場合に電磁石１３１０の作用を円滑にするために磁石によって容易に引き寄せられ
る鉄成分を含有する材質を棒フレーム１２７０の先端１２７１に適用させることが望まし
い。もちろん棒フレームの終端に前記電磁石と反対極性の磁石または電磁石を配置するこ
ともできる。
【００４６】
　第２変形例による自動スライディング構造はシリンダー構造を適用したものであり、図
４はシリンダー構造を適用した自動スライディング構造の正面図である。ボディ１１００
のガイド溝１１８０の一側にシリンダー１３２０とピストン１３３０を形成してピストン
１３３０がシリンダー１３２０を基準として伸縮しながら棒フレーム１２７０の先端１２
７１を引いたり押したりする構造が適用できる。
【００４７】
　この際に、ピストン１３３０は複数の円筒形状に形成されて、少しずつ円筒形状が小さ
くなる形態として最も中心に位置された部分はロッドの形態であり、前記ロッドの先端は
棒フレーム１２７０の先端１２７１に連結される。すなわち、一番小さい円筒、つまり終
端の円筒と前記棒フレーム１２７０の先端が連結されることができる。したがって、シリ
ンダーを使用する場合、前記ピストン部の長さだけガイド溝の長さが長くなることができ
る。また、本変形例はこれに限定されなく、棒フレーム１２７０の内側に前記のピストン
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１３３０が挿入されて作動することもできる。このために前記一番小さい円筒形状のピス
トン以外の他のピストン領域の一部を切断できる。これを通じてガイド溝の長さが増大す
ることを防止することができる。
【００４８】
　下部ベッド部材１２００をボディ１１００から分離されるようにスライディングさせる
時はシリンダー１３２０の内側に流体が流入されてピストン１３３０を拡張される。
【００４９】
　そして、下部ベッド部材１２００をボディ１１００と結合されるようにする時はシリン
ダー１３２０の油圧を減少させてピストン１３３０を縮小させる。
【００５０】
　第３変形例による自動スライディング構造はギア構造を適用したものであり、図５はギ
ア構造を適用した自動スライディング構造の正面図である。ボディ１１００のガイド溝１
１８０の他側に形成されて、モーター１３４０により駆動されるラックギア１３５０と、
前記ラックギア１３５０にかみ合うピニオンギア１３６０の形状が形成された棒フレーム
１２７０を含んで構成されることができる。
【００５１】
　前記モーター１３４０の回転方向を時計回りにすれば下部ベッド部材１２００がボディ
１１００から外側に移動されて、反時計回りにすれば下部ベッド部材１２００がボディ１
１００に重なる方向に移動する。
【００５２】
　第４変形例による自動スライディング構造はスプリング構造を適用したものであり、図
６はスプリング構造を適用した自動スライディング構造の正面図である。ボディ１１００
のガイド溝１１８０の一側にスプリング１３７０の一側を固定して、棒フレーム１２７０
の一側にスプリング１３７０の他側を固定した形態が可能である。
【００５３】
　前記棒フレーム１２７０の一側部には下部段顎１３７１を形成して下部ベッド部材１２
００がボディ１１００を中心に一側で十分に移動した状態で前記下部段顎１３７１をガイ
ド溝１１８０の下部にかけられるようにしてスプリング１３７０の作用が停止されるよう
にする。
【００５４】
　そして、下部段顎１３７１を持ち上げればスプリング１３７０の作用によって下部ベッ
ド部材１２００がボディ１１００に重なるように移動される。本変形例ではスプリング１
３７０の長さに対応するだけガイド溝の長さが増大されることが効果的である。
【００５５】
　この時、前記下部段顎は自動・半自動スライディング構造のみに適用されないで、手動
スライディング構造にも適用することができる。
【００５６】
　そして、前述したように自動・半自動スライディング構造を使用する場合、図示及び具
体的な説明はしなかったが、このような駆動を可能にするための別の制御部がさらに追加
できる。
【００５７】
　また、前述した変形例の技術がそれぞれ組み合わせて本実施例に適用されることもでき
る。また、前述した一変形例の技術の中、一部が他の変形例に適用されることもできる。
【００５８】
　一方、第１実施例では前記下部ベッド部材１２００がボディ１１００のガイド溝１１８
０の一側及び他側に位置された状態ではスライディングされないようにストッパー構造が
形成されることができる。
【００５９】
　図７は手動ストッパー構造が形成された状態を示す正面図である。
【００６０】
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　図７のようにボディ１１００のガイド溝１１８０の一側には一側安着凹部１３８２が下
方で形成されて、前記ガイド溝１１８０の他側には他側安着凹部１３８４が下方で形成さ
れる。
【００６１】
　そして、前記一側安着凹部１３８２と他側安着凹部１３８４はお互いに対向される部分
に傾斜が形成される。前記棒フレーム１２７０の一側には一側下部突起１３８６が形成さ
れて、他側には他側下部突起１３８８が形成される。前記一側下部突起１３８６には一側
安着凹部１３８２または他側安着凹部１３８４が引き込まれて、他側下部突起１３８８に
は他側凹部１３８４が引き込まれる。
【００６２】
　すなわち、棒フレーム１２７０がガイド溝１１８０の内側に移動して治療器が折りたた
まれた場合、棒フレーム１２７０の一側下部突起１３８６は一側安着凹部１３８２に引き
込まれて（安着されて）、他側下部突起１３８８は他側安着凹部１３８４に引き込まれる
（安着される）。
【００６３】
　そして棒フレーム１２７０がガイド溝１１８０の外側に移動して治療器が展開された場
合には、一側下部突起１３８６だけが他側安着凹部１３８４に引き込まれる（安着される
）。
【００６４】
　本実施例は前記一側安着凹部１３８２と他側安着凹部１３８４の構造を通じて、棒フレ
ーム１２７０がガイド溝１１８０に安定的に安着されるような効果が発生される。
【００６５】
　すなわち、下部ベッド部材が使用者の意図に関係なく展開されたり折りたたまれたりす
る現象を防止できる。また、このような凹部に突起が挿入することによって、使用者が完
全に展開された時点と折りたたまれた時点を、感覚または音で確認できることになる。
【００６６】
　図８は自動ストッパー構造が形成された状態を示す正面図である。
【００６７】
　本実施例は図８のようにガイド溝１１８０の一端と他端の下部には昇下降部材１３９２
、１３９４と、前記昇下降部材１３９２、１３９４を昇下降させるソレノイドバルブ１３
９６、１３９８が形成されて、前記棒フレーム１２７０の一端と他端には引き込み溝１３
９７、１３９９がそれぞれ形成される。
【００６８】
　そして、前記ソレノイドバルブ１３９６、１３９８は制御部の制御によりまたはすでに
設定された制御回路により前記引き込み溝１３９７、１３９９が昇下降部材１３９２、１
３９４の上方に位置されれば自動に作動されて、昇下降部材１３９２、１３９４が前記引
き込み溝１３９７、１３９９に引き込まれる。
【００６９】
　下部ベッド部材１２００が開かれた状態では一側ソレノイドバルブ１３９６が作動され
なくて一側昇下降部材１３９２が下部に位置されて、他側ソレノイドバルブ１３９８は作
動されて他側昇下降部材１３９４が上昇して一側引き込み溝１３９７に引き込むこともで
きる。
【００７０】
　そして、下部ベッド部材１２００を温熱治療装置に重ねるために移動させる場合には制
御部の制御により他側ソレノイドバルブ１３９８の作動も停止されて他側昇下降部材１３
９４が下降して下部ベッド部材１２００がボディ１１００に重なるように移動される。
【００７１】
　また、前記下部ベッド部材１２００がボディ１１００の決まった位置に完全に接するこ
とになれば、一側ソレノイドバルブ１３９６と他側ソレノイドバルブ１３９８がすべて作
動して一側昇下降部材１３９２と他側昇下降部材１３９４を一側引き込み溝１３９７と他
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側引き込み溝１３９９にそれぞれ引き込ませる。
【００７２】
　したがって、本実施例によれば、下部ベッド部材１２００をボディ１１００から開いた
りボディ１１００に重ねたりする際に、自動で下部ベッド部材１２００が適当な位置で停
止されて固定できる効果が発生される。
【００７３】
　一方、本実施例はガイド溝１１８０で移動される棒フレーム１２７０により発生される
騒音と振動を最小化するために次のような構成が形成される。
【００７４】
　図９は棒フレームに輪が装着されたことを示す概略図であり、図１０は棒フレームの周
りに一定の厚さの布部材が形成されたことを示す概略図であって、図１１はガイド溝の周
りに複数のベアリング構造が形成されたことを示す概略図である。
【００７５】
　本実施例は、図９のように棒フレーム１２７０に輪１４１０が装着されてガイド溝１１
８０に沿って移動される構造で形成される。前記輪１４１０の外側部にはウレタン部材１
４１２が形成されて弾性により騒音と振動を吸収することができる。
【００７６】
　もちろん、ウレタン部材１４１２以外の多様な素材が使用できるし、必要に応じてウレ
タン部材を用いないこともある。
【００７７】
　ここで棒フレーム１２７０の内側及び／または外側面に輪が装着できる。この場合、前
記ガイド溝１１８０の内側で輪が引き込まれて、棒フレーム１２７０はその一部または全
部が前記のガイド溝の外側に突出することもできる。もちろん輪と棒フレームのすべてが
ガイド溝の内側に引き込まれることができる。ここで、輪だけがガイド溝の内側に引き込
まれる場合、輪のサイズを棒フレームのサイズより小さくすることができる。また、棒フ
レームの下側の領域に輪が装着されて、輪の一部が前記棒フレームの内側に引き込まれる
ことができる。この場合、棒フレームの下側の領域には輪が露出される開口溝が形成され
ることができる。もちろん、前述した形態の輪の配置は棒フレームの下側領域以外の他の
領域（上側領域及び両側面の領域）にも構成することができる。そして、これに限定され
ず、前記棒フレームが移動するガイド溝の内側の領域に輪を装着することもできる。
【００７８】
　また、図面では棒フレームの全区間に輪が配置することができることを図示した。しか
し、これに限定されなく、棒フレームの前端領域のみに輪が設置されることができる。こ
れは棒フレームの前端領域がガイド溝の前面と接続して移動するからである。また、手動
で使用者が下部ベッド部材をスライディングする際に、下部ベッド部材の他側領域（つま
り、前端に対応する領域）を持ち上げて移動させるので、棒フレームの全区間に輪を設置
しなくても円滑にスライディングすることができる。
 
　そして、本実施例は図１０のように前記棒フレーム１２７０の周りに表面が非常にやわ
らかくて磨耗しにくい炭素繊維などの布部材１４１４を付着して摩擦による騒音と振動を
吸収することができる。もちろん、これに限定されず、前記ガイド溝の内側の領域に前記
のような布部材が付着することもできる。
【００７９】
　また、本発明は図１１のように前記ガイド溝１１８０にベアリング部材１４１６を複数
形成してガイド溝１１８０に沿って移動する棒フレーム１２７０の表面が前記ベアリング
部材１４１６と接触されるように設けることができる。
【００８０】
　これを通じて棒フレーム１２７０とガイド溝１１８０の間の摩擦を最小化できる効果が
発生する。
【００８１】
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　一方、本発明はボディと下部ベッド部材の間の連結関係が多様に形成されることができ
、これについて次に説明する。下記の図面は概略的な説明であり、前述したフレーム及び
温熱治療装置の温熱治療マットの領域に下記のような技術が適用することができる。
【００８２】
　図１２は本実施例の中、ボディのガイド溝がボディの両側の上部に形成された第１変形
例を示す概略図であり、図１３は本実施例の中、ボディのガイド溝がボディの両側の中間
部に形成された第２変形例を示す概略図であって、図１４は本発明の中、ボディのガイド
溝がボディの両側の下部に形成された第３変形例を示す概略図である。
【００８３】
　本第１変形例の図１２（ａ）のようにボディ１１００の両側の上部にガイド溝１１８０
が形成されて、図１２（ｂ）のように下部ベッド部材１２００の上部カバー１２５０の両
側に棒フレーム１２７０が形成されて、図１２（ｃ）のようにボディ１１００のガイド溝
１１８０に下部ベッド部材１２００の棒フレーム１２７０が結合できる。つまり、ボディ
１１００の温熱治療マット、フレーム、そして、温熱治療マットとフレームの間の領域の
うちいずれか１つの領域の上部にガイド溝が形成されることができる。
【００８４】
　図１３（ａ）のようにボディ１１０１の両側の中間部でガイド溝１１８１が外側に向か
って形成されることができる。これにより下部ベッド部材の構造も変更されることができ
る。つまり、図１３（ｂ）のように下部ベッド部材１２０１の上部カバー１２５０の両側
から前記ガイド溝１１８１が形成された位置まで連結フレーム１５１０が形成されて、前
記連結フレーム１５１０の先端に棒フレーム１２７１が形成されることができる。図１３
（ｃ）のようにボディ１１０１のガイド溝１１８１に下部ベッド部材１２０１の棒フレー
ム１２７１が結合されることができる。本変形例も、前記ガイド溝が温熱治療マット、フ
レーム、そして温熱治療マットとフレームの間の領域のうち、いずれか１つの領域の上部
に形成されることができる。
【００８５】
　例えば、図１３のような変形例の技術がフレームに適用される場合、図１２に比べてボ
ディ１１０１と下部ベッド部材１２０１が重なった状態を上方から見下ろす場合に、ボデ
ィ１１０１は現れなくて、下部ベッド部材１２０１だけ見えることになり、美観が向上さ
れる効果がある。また、重なった状態でボディを安定的に保護することができるし、使用
者が下部ベッド部材に座る場合、従来のフレーム領域で感じる冷たさを感じることがない
。
【００８６】
　また、図１４（ａ）のようにボディ１１０２の両側の下部にガイド溝１１８２が下側に
向かって形成されることができる。また、図１４（ｂ）のように下部ベッド部材１２０２
の上部カバー１２５０の両側から前記ガイド溝１１８２が形成された位置まで連結フレー
ム１５１１が形成されて、前記連結フレーム１５１１の先端に棒フレーム１２７２が形成
されることができる。図１４（ｃ）のようにボディ１１０２のガイド溝１１８２に下部ベ
ッド部材１２０２の棒フレーム１２７２が結合されることができる。
【００８７】
　本変形例も前述したとおり前記ガイド溝がフレーム及び／または、温熱治療マットに形
成されることができる。
【００８８】
　一方、本発明の他の実施例で、前記ボディにガイド突起がボディの長さ方向に形成され
て、 前記ガイド突起に沿って移動される溝フレーム部材が下部ベッド部材に形成される
構造が設けられることもできる。つまり、前述した実施例では、ボディにガイド溝が形成
されて、この溝の内側で棒フレームが移動した。しかし、下記の実施例ではボディには突
起が形成されて、棒フレーム領域にガイド溝が形成されることができることを説明する。
後述される実施例の説明の各技術は、互いに異なる説明にその一部の技術を使用すること
ができ、先に説明した第１実施例の技術が第２実施例に適用されることもできる。また、
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第２実施例の一部の技術が前記第１実施例に適用されることもできる。
【００８９】
　図１５は、本発明の第２実施例によるボディのガイド突起がボディの両側の上部に形成
されたことを示す概略図であり、図１６は第２実施例によるボディのガイド突起がボディ
の両側の中間部に形成されたことを示す概略図であって、図１７は第２実施例によるボデ
ィのガイド突起がボディの両側の下部に形成されたことを示す概略図である。
【００９０】
　図１５（ａ）に図示したように、ボディ１１０３は両側の上部から突出されたガイド突
起１１８３を含む。図１５（ｂ）に図示されたように下部ベッド部材１２０３は上部カバ
ー１２５０の両側に溝フレーム１２７３部材が設けられる。図１５（ｃ）のようにボディ
１１０３のガイド突起１１８３に下部ベッド部材１２０３の溝フレーム１２７３部材が接
しながら移動（スライディング）される構造である。ここで、突起と溝の構造により下部
ベッド部材が完全に展開されるまでは溝フレームがボディから抜けないようにすることが
効果的である。また、前記ガイド突起はフレーム、温熱治療マット、そして、フレームと
温熱治療マットの間の領域に形成されることができる。もし、フレームと温熱治療マット
の間の領域（つまり、フレームと温熱治療マットの両側の領域）にガイド突起が形成され
る場合、溝フレームの内側の溝が２個形成されることができる。もちろん、このような溝
フレームの個数はガイド突起の個数により可変されることができる。そして、ガイド突起
は点の形態で形成されたり、このような点がラインの形態で延長されたり、ライン形態で
形成されることもできる。
【００９１】
　図面では、溝フレーム部材が棒の全体が屈曲された形態で図示された。しかし、これに
限定されず、棒フレームの一部の領域が折り曲げられたり切開されたりして形成されるこ
ともできる。
【００９２】
　図１６（ａ）には図示されたようにガイド突起がボディ１１０４の両側の中間部に形成
されることができる。したがって、図１６（ｂ）のように下部ベッド部材１２０４の上部
カバー１２５０の両側から前記ガイド突起１１８４が形成された位置まで連結フレーム１
５１４が形成されて、前記連結フレーム１５１４の先端に溝フレーム１２７４部材が形成
されることができる。図１６（ｃ）のようにボディ１１０４のガイド突起１１８４に下部
ベッド部材１２０４の溝フレーム１２７４部材が接しながら移動されることができる。
【００９３】
　図１７（ａ）に図示されたようにガイド突起はボディ１１０５の両側の下部に形成され
ることができる。図１７（ｂ）には下部ベッド部材１２０５の上部カバー１２５０の両側
から前記ガイド突起１１８５が形成された位置まで連結フレーム１５１５が形成されて、
前記連結フレームの先端に溝フレーム１２７４部材が形成されることができる。図１７（
ｃ）のようにボディ１１０５のガイド突起１１８５に下部ベッド部材１２０５の溝フレー
ム１２７４部材が接しながら移動される。
【００９４】
　図１８は本発明の第３実施例によるボディの中央下部にガイド溝が形成された状態を示
す概略図である。
【００９５】
　図１８のように本実施例は温熱治療マットの中空内側にガイド溝が形成されて、この中
空とガイド溝に引き込まれるプレートフレームが下部ベッド部材に設けられることができ
る。これを通じて前記下部ベッド部材が重なる場合、温熱治療マットの中空を完全に遮断
して中空部の内側の温熱治療陶磁を保護することができる。
もちろんこれに限定されず、温熱治療マットに、上側の領域に板状のガイド溝が形成され
て、この板状のガイド溝の内側に引き込まれる板状のフレームが下部ベッド部材に設けら
れることもできる。
【００９６】
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　また、本実施例はボディにフレームを使用しなくてもよい。
【００９７】
　図１９は本発明の第３実施例によるフレーム構造が形成されていないスライディング方
式の温熱治療器を示す斜視図であって、図２０は図１９のａ部分を示す拡大断面図である
。
【００９８】
　本実施例は、前記図１ないし図１８を通じて説明したフレーム構造が形成されたスライ
ディング方式の温熱治療器ではなく、図１９のようにフレーム構造が形成されていないス
ライディング方式の温熱治療器で形成されることもできる。
【００９９】
　本実施例の技術は前述した実施例に適用されることができる。また、先立って説明した
実施例の説明の中で重複される説明は省略する。
【０１００】
　本実施例による温熱治療器は温熱治療装置と温熱治療装置をカバーするカバー部を具備
する。
【０１０１】
　温熱治療装置は両側面に長さ方向でガイド溝２１２０が形成された温熱治療マット２１
００と、温熱治療マットの中空に沿って移動して使用者の脊椎領域をマッサージする温熱
治療陶磁部を具備する。
【０１０２】
　カバー部は前記温熱治療マット２１００の上面及び側面を囲む形状で設けられて、前記
ガイド溝２１２０にガイド溝２１２０に沿って移動されるローラ２２１０及びローラ２２
１０の回転軸２２２０が形成されたカバー２２００を含めて構成される。
また、温熱治療装置の先端につまみ２１１０が設けられることができる。
【０１０３】
　使用者はつまみ２１１０を引っ張って図１９のようにカバー２２００を基準に温熱治療
マット２１００をスライディング方式で広げた後に温熱治療を受けて、温熱治療が終了す
れば温熱治療マット２１００をカバー２２００の内側に引き込ませて全体の体積を小さく
した後、保管する。
【０１０４】
　そして、温熱治療マット２１００をカバー２２００に引き込ませたりカバー２２００か
ら引き出す際に、前記のローラ２２１０がガイド溝２１２０に沿って回転されて引き込む
ことと引き出すことが柔軟になるように作用される。
【０１０５】
　前記ローラ２２１０がガイド溝２１２０に連結される方式は図２０の（ａ）のように温
熱治療マット２１００の内側に段顎溝２１２２と前記段顎溝２１２２より直径が大きいガ
イド溝２１２０を形成して、前記ローラ２２１０がガイド溝２１２０で移動される方式で
連結されたり、図２０の（ｂ）のように温熱治療マット２１００の内側に段顎溝２１２２
なしにガイド溝２１２０を形成して、前記ローラ２２１０がガイド溝２１２０で移動され
る方式で連結される。この場合、前記温熱治療マットの側面の領域はプラスチックまたは
合成樹脂材質で構成されることが効果的である。つまり、耐衝撃性とローラの移動による
圧力と摩擦力を最小化できる材質で製作されることが望ましい。
【０１０６】
　本実施例の場合、図２０（ａ）及び図２０（ｂ）のようにローラがガイド溝の内側に位
置する。そして、ローラがカバーの側面に連結される。ここで、前記カバーは温熱治療マ
ットの上段をカバーする上部カバーボディと側面をカバーする側面カバーボディを具備す
る。前記ローラは前記側面カバーボディの内側面に結合固定される。もちろん先立って説
明した実施例のように側面カバーボディの一部が突出されて前記ガイド溝の内側に延長さ
れてスライディングされることができる。
【０１０７】
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　ガイド溝は図２０（ｂ）のように外側面が開放された溝の形態で製作されることができ
て、図２０（ａ）のように開口領域で上下に突出された突出部を持つ溝の形態で製作され
ることができる。この際に、図２０の（ａ）のような方式が図２０の（ｂ）のような方式
に比べてローラがガイド溝から離脱されないように丈夫に構成される特徴がある。
【０１０８】
　図２１は図１９でローラの装着位置が変形されたことを示す断面図である。
【０１０９】
　本実施例は図２１のようにカバー３２００の両側の壁面にガイド溝３２１０が形成され
て、ボディ３１００の両側に回転軸３１１０を中心に回転されるローラ３１２０を設けて
前記ガイド溝３２１０で移動されるように設けられることもできる。
【０１１０】
　図２２は図１に対するベッド内側のローラの装着構造を示すための断面図である。
【０１１１】
　図２２は輪１４１０がボディ１１００の内側だけで移動できるように設けられた構造で
ある。ガイド溝１１８０の中の輪１４１０が移動される部分はフレーム１１５０、１１６
０に形成される。
【０１１２】
　そしてガイド溝１１８０の形状がボディ１１００の下部で下方傾斜された後、再び水平
に形成される。そして、前記下方傾斜された部分であるスライディング傾斜面１１８９は
、下部ベッド部材１２００の高さがガイド溝１１８０の高さより低く形成されているため
下部ベッド部材１２００がボディ１１００から完全に展開される際に水平を維持するよう
にガイド溝１１８０の高さと下部ベッド部材１２００の高さの差くらい形成される。
【０１１３】
　前記スライディング傾斜面１１８９はガイド溝１１８０だけではなく、温熱治療装置１
０１０の下方にも形成される。
【０１１４】
　図２３は本第１実施例によるボディに下部ベッド部材を重ねておいた斜視図である。図
２４はボディから下部ベッド部材を展開しておいた斜視図であり、図２５は図２４のボデ
ィ内部に装着された温熱治療装置を図示した斜視図であって、図２６は図２５の平面図及
び側断面図である。
【０１１５】
　図２３及び２４のようにボディ１１００と下部ベッド部材１２００を覆っている外皮を
省略してみると、図２３は温熱治療ベッドを使用していない状態で下部ベッド部材１２０
０がボディ１１００に重なったことを示すことであり、この状態で温熱治療ベッドはソフ
ァーとして使用されることができる。
【０１１６】
　そして、図２４は温熱治療ベッドを使用する場合、下部ベッド部材１２００がボディ１
１００から展開された状態で、患者は温熱治療ベッドに横になって温熱治療を受ける。
【０１１７】
　図２５と図２６を通じて温熱治療ベッドに形成された温熱治療装置１０１０を見れば、
前記温熱治療装置１０１０は、陶磁１１２２が装着された陶磁装着部１１２０が温熱治療
マットの長さ方向に移動しながら患者を治療するものとして、陶磁装着部１１２０を移動
させるチェーンなどの移動部材１１３０がボディ１１００の長さ方向に沿って中央に形成
される。そして、陶磁装着部１１２０の移動をガイドするガイドレールの形状のガイド部
１１４０がボディ１１００の長さ方向に陶磁装着部１１２０の移動経路の両側下段に形成
される。ここでガイド部はボディのフレームに形成されることが望ましい。
【０１１８】
　また、前記陶磁装着部１１２０の移動空間から離隔された温熱治療マットの上段部分、
つまり患者の頭の部分が位置される部分の両側には音響部材１１１０が設けられて温熱治
療を受ける患者が温熱治療だけでなく、音楽治療の効果も受けられる。
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【０１１９】
　一方、温熱治療マットの下段部分には陶磁装着部１１２０の移動空間から離隔された位
置にボディ端子部１６００が形成される。
【０１２０】
　温熱治療マットのボディ端子部１６００にはボディ電源端子１６０２とボディ温度セン
サ端子１６０４及びボディ開きセンサ端子１６０６が形成される。
【０１２１】
　図２７は図２４の下部ベッド部材の底面図と側面図であり、図２８はボディ端子部の分
解斜視図であって、図２９はボディ端子部の平面図、正面図、底面図及び側面図である。
【０１２２】
　そして、下部ベッド部材１２００には下部ベッド部材１２００がボディ１１００から完
全に展開された状態で前記ボディ端子部１６００と接するように形成される下部ベッド上
部端子部１２１０と、下部ベッド部材１２００がボディ１１００に完全に重なった状態で
ボディ端子部１６００と接するように形成される下部ベッド下部端子部１２３０が形成さ
れる。
【０１２３】
　前記下部ベッド上部端子部１２０１にはボディ電源端子１６０２とボディ温度センサ端
子１６０４及びボディ開きセンサ端子１６０６に順次に対応する位置に上部電源端子１２
１２と上部温度センサ端子１２１４及び完全開きセンサ端子１２１６が形成される。
【０１２４】
　また、前記下部ベッド上部端子部１２１０には両側にリミットスイッチ１２１８が設け
られて、ボディ端子部１６００と下部ベッド上部端子部１２１０が接する際に下部ベッド
下部端子部１２３０に印加される電源を遮断する役割をする。
【０１２５】
　本発明は下部ベッド部材１２００にニクロム線などの熱線で形成された発熱体１２２４
が内蔵されていて患者の脚の部分にも温熱が伝達されるような機能が設けられるが、前記
発熱体１２２４に電源を連結する役割と発熱体１２２４の温度を感知制御する役割が必要
である。
【０１２６】
　発熱体１２２４に電源を供給する装置と温度を感知して制御する装置を下部ベッド部材
１２００に装着することもできるが、本発明は発熱体１２２４に電源を供給することをボ
ディ１１００の電源部で担当して、温度を感知して制御する機能もボディ１１００とリモ
コンを通じて行われる。
【０１２７】
　前記ボディ電源端子１６０２と上部電源端子１２１２が接触すればボディ１１００から
電流が下部ベッド部材１２００に伝達される。
【０１２８】
　そして、ボディ温度センサ端子１６０４と上部温度センサ端子１２１４が接触すれば下
部ベッド部材１２００の発熱体１２２４の温度が感知されて、ボディ１１００のコントロ
ール部に伝達される。
【０１２９】
　前記ボディ開きセンサ端子１６０６と完全開きセンサ端子１２１６が接触すれば下部ベ
ッド部材１２００がボディ１１００から展開されたことをボディ１１００のコントロール
部に伝達する。
【０１３０】
　そして前記コントロール部はボディ１１００の温熱治療装置１０１０が作動されるよう
に制御する。
【０１３１】
　したがって、前記ボディ開きセンサ端子１６０６と完全開きセンサ端子１２１６が接触
されていない状態では、コントロール部によりボディ１１００の温熱治療装置１０１０が
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作動しなくて、陶磁装着部１１２０の陶磁１１２２も下部ベッド部材１２００と接触しな
いように一番下部領域に位置される。
【０１３２】
　前記のような構造により本発明では温熱治療器が使用されていない状態では下部ベッド
部材１２００がボディ１１００に重なっているので、前記ボディ開きセンサ端子１６０６
と完全開きセンサ端子１２１６が接触されていない状態において、陶磁装着部１１２０の
陶磁１１２２が下部領域に位置される。
【０１３３】
　前記下部領域というのは、陶磁１１２２が昇下降される構造で一番低い位置に該当する
領域をいう。
【０１３４】
　そして患者が温熱治療器を作動するために下部ベッド部材１２００をボディ１１００を
基準で、外側にスライディングさせて下部ベッド上部端子部１２１０がボデ端子部１６０
０に接触すればボディ電源端子１６０２と上部電源端子１２１２が連結されてボディ１１
００の電源から電流が下部ベッド部材１２００の発熱体１２２４に伝達される。
【０１３５】
　また、ボディ温度センサ端子１６０４と上部温度センサ端子１２１４が連結されて発熱
体１２２４の温度が感知された後、ボディ１１００に伝達されて、ボディ開きセンサ端子
１６０６と完全開きセンサ端子１２１６が連結されてコントロール部が温熱治療装置１０
１０を作動させる。
【０１３６】
　一方、ボディ温度センサ端子１６０４と上部温度センサ端子１２１４の間の連結がボデ
ィ電源端子１６０２と上部電源端子１２１２の間の連結より先に進行される場合にはスパ
ークが発生されるので、これを防止するために本発明は次のような構成が形成される。
【０１３７】
　一つ目に、図２７のように上部電源端子１２１２の長さを上部温度センサ端子１２１４
の長さより長く形成した後に、下部ベッド部材１２００の上段を基準に上部電源端子１２
１２の上段と上部温度センサ端子１２１４の上段位置を同じに装着して、上部電源端子１
２１２の下段位置が上部温度センサ端子１２１４の下段位置より下側に位置されるように
形成する。
【０１３８】
　これを通じて、下部ベッド部材１２００がボディ１１００の外側にスライディングされ
る際に、上部電源端子１２１２がボディ電源端子１６０２と接触された後に、上部温度セ
ンサ端子１２１４がボディ温度センサ端子１６０４に接触されるようにする。
【０１３９】
　二つ目、図２９のようにボディ端子部１６００に形成された端子の装着高さを異なるよ
うにすることで、ボディ電源端子１６０２の上段の高さをボディ温度センサ端子１６０４
の上段の高さより高く形成して下部ベッド部材１２００がスライディング傾斜面１１８９
に沿って下方に落下されながら移動される際に、上部電源端子１２１２とボディ電源端子
１６０２の間の接触が上部温度センサ端子１２１４とボディ温度センサ端子１６０４の間
の接触より迅速に進行される。
【０１４０】
　三つ目、予めプログラミングして上部温度センサ端子１２１４とボディ温度センサ端子
１６０４の間の接触があった後に任意の時間、つまり望ましくは５秒後に接触の効果が発
生されるようにして、上部電源端子１２１２とボディ電源端子１６０２の間の接触が、上
部温度センサ端子１２１４とボディ温度センサ端子１６０４の間の接触と同時に発生した
り４秒まで遅れたとしても上部電源端子１２１２とボディ電源端子１６０２の間の接触の
効果が上部温度センサ端子１２１４とボディ温度センサ端子１６０４の間の接触の効果よ
り早く発生する。
【０１４１】
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　本発明は前記のように三つの安定システムを構築してスパークの発生を予防する効果が
発生される。
【０１４２】
　一方、本発明ではボディ端子部１６００の端子が容易に接触できる構造を形成するよう
に弾性構造を利用する。
【０１４３】
　つまり、ボディ端子部１６００はボディ１１００に埋立形成された端子ハウジング１６
１０と、前記端子ハウジング１６１０を覆う端子カバー１６２０と、前記端子ハウジング
１６１０に装着されて端子カバー１６２０を弾性的に支持するカバー弾性部材１６３０と
、端子カバー１６２０の上面に形成された端子穴１６２４を通じて外側に突出される端子
を含めて構成される。
【０１４４】
　そして、前記端子ハウジング１６１０にはリングスプリングの形状のカバー弾性部材１
６３０の下部が安着される円筒形状の弾性部材安着部１６１５が形成される。
【０１４５】
　端子カバー１６２０にはカバー突起１６２２が形成されて、前記端子ハウジング１６１
０にはカバー弾性部材１６３０により昇下降される端子カバー１６２０が端子ハウジング
１６１０から離脱されないように前記カバー突起１６２２の移動区間を限定する突起スト
ッパー部１６１２が形成される。
【０１４６】
　これを通じて前記端子カバー１６２０が端子の接触により下方に移動される際に、カバ
ー弾性部材１６３０により弾性的に支持される。
【０１４７】
　したがって、本発明はスライディング傾斜面１１８９に沿って下方に移動される下部ベ
ッド部材１２００の端子がボディ端子部１６００に接触される際に、衝撃力が吸収されて
ボディ端子部１６００の端子が突出されていて迅速な接触が成り立つ効果が発生する。
【０１４８】
　そして図２８のように前記端子カバー１６２０には幅方向に２個の穴１６２４が長さ方
向に６個形成されて全部１２個の穴１６２４が形成される。
【０１４９】
　そして端子が前記穴１６２４を通じて端子カバー１６２０に結合されるが、ここでは１
個のボディ電源端子１６０２を一例として説明し、残りの５個の端子も同じ結合構造を持
つ。
【０１５０】
　ボディ電源端子１６０２は中央部１６０３が半円形に湾曲されて、一端には平たい固定
部１６０５が形成されて、他端には平たい非固定部１６０７が形成された薄くて長いプレ
ート形状である。
【０１５１】
　前記ボディ電源端子１６０２の中央部１６０３が端子カバー１６２０の上方に露出され
て、固定部１６０５と非固定部１６０７の部分は端子カバー１６２０のような幅方向に形
成された２個の端子穴１６２４に引き込まれて固定部１６０５は端子カバー１６２０の内
側にねじ結合などにより固定されて、非固定部１６０７は固定されていない状態で位置さ
れる。
【０１５２】
　したがって、前記ボディ電源端子１６０２に上部電源端子１２１２が接触される際に、
中央部１６０３が接触されながら、固定部１６０５を基準に非固定部１６０７が下方に弾
性力を維持した状態で移動される。
【０１５３】
　本発明は端子カバー１６２０が弾性的に移動されて、ボディ電源端子１６０２自体も弾
性的に移動されるので、二重的に接触の迅速さと接触の時の衝撃について十分な吸収力と
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復元力が発生される。
【０１５４】
　また、前記固定部１６０５の位置はボディ１１００の下部に非固定部１６０７よりもっ
と下方に位置される。
【０１５５】
　なぜかというと、下部ベッド部材１２００がボディ１１００から展開される際には、ス
ライディング傾斜面１１８９により下部ベッド部材１２００の下部ベッド上部端子部１２
１０がボディ端子部１６００に落下されながら接するようになるが、下部ベッド部材１２
００がボディ１１００に重なる方向にスライディングされる場合には下部ベッド部材１２
００の下部ベッド上部端子部１２１０がボディ端子部１６００に摩擦されながらスライデ
ィング傾斜面１１８９に沿って移動されるので、非固定部１６０７が固定部１６０５より
もっと下方に位置されれば、中央部１６０３が下部ベッド部１２００の下面との摩擦によ
り下部ベッド部１２００のスライディング方向に変形されながら非固定部１６０７が穴１
６２４から離脱されて端子カバー１６２０の上方に露出される問題が発生できるからであ
る。
【０１５６】
　そして、ボディ電源端子１６０２の中央部１６０３の長さをボディ温度センサ端子１６
０４の中央部１６０３の長さより長く形成して湾曲度を高めて、端子カバー１６２０の上
方に露出されたボディ電源端子１６０２の上段の高さがボディ温度センサ端子１６０４の
上段の高さより高くなるように形成してスパークを防止するために前記二つ目のような特
徴が発生されるようにする。
【０１５７】
　一方、前記下部ベッド下部端子部１２３０にはスライディング傾斜面１１８９に対応す
るように下部ベッド傾斜面１２３６が形成される。
【０１５８】
　前記下部ベッド下部端子部１２３０には下部電源端子１２３２と下部温度センサ端子１
２３４が形成されて、下部ベッド部材１２００がボディ１１００に重なった状態で下部電
源端子１２３２はボディ電源端子１６０２に接触されて下部温度センサ端子１２３４はボ
ディ温度センサ端子１６０４に連結されて発熱体１２２４が発熱するようにする。
【０１５９】
　これを通じて本発明では下部ベッド部材１２００を展開していない状態で使用者が下部
ベッド部材１２００をソファーとして使用するようにできて、この時、発熱体１２２４が
発熱されて温熱ソファーとして使用できる効果が発生される。
【０１６０】
　前記下部ベッド下部端子部１２３０に完全開きセンサ端子が形成されていないのは、下
部ベッド部材１２００がボディ１１００に重なった状態だけで下部ベッド下部端子部１２
３０がボディ端子部１６００に接触されるからである。
【０１６１】
　そして下部ベッド部材１２００は発熱体１２２４に電流を伝達する電線ラインが一つの
ラインで下部ベッド上部端子部１２１０ラインと下部ベッド下部端子部１２３０ラインに
分岐される形態をしている。
【０１６２】
　したがって、下部ベッド上部端子部１２１０がボディ端子部１６００と接触された状態
で下部ベッド下部端子部１２３０の下部電源端子１２３２に電流が流れることになって、
下部ベッド下部端子部１２３０がボディ端子部１６００と接触された状態でも下部ベッド
上部端子部１２１０に電流が流れることになる。
【０１６３】
　このような構造的な特性上、下部ベッド上部端子部１２１０がボディ端子部１６００と
接触された状態は下部ベッド部材１２００が展開された状態なので下部ベッド下部端子部
１２３０が患者や子供たちの手に接触できる位置に露出されて感電事項の危険がある。そ
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して下部ベッド下部端子部１２３０がボディ端子部１６００と接触された状態は下部ベッ
ド部材１２００がボディ１１００と重なった状態なので下部ベッド上部端子部１２１０が
患者や子供たちの手に接触されない位置になり感電事項の危険がない。
【０１６４】
　したがって、本発明では下部ベッド上部端子部１２１０がボディ端子部１６００と接触
された状態では前記リミットスイッチ１２１８が作動されて下部ベッド下部端子部１２３
０に流れる電流を遮断して患者や子供たちの安全事故を予防する。
【０１６５】
　前記のように、本発明によれば温熱治療器が使用されない場合には下部ベッド部材をボ
ディに重なるようにスライディングされることができて、スペースの活用が容易であり、
温熱治療器が使用される場合には下部ベッド部材を容易にスライディング方式で展開でき
る効果が発生される。
【０１６６】
　以上の説明は本発明の技術思想を例示的に説明したものに過ぎなくて、本発明が属する
技術分野で通常の知識を持つ者ならば本発明の本質的な特性から抜け出さない範囲で多様
な修正及び変形が可能だろう。したがって、本発明に開示された実施例は本発明の技術思
想を限定するためのものではなく説明するためのものであって、このような実施例によっ
て本発明の技術思想の範囲が限定されるものではない。本発明の保護範囲は以下の請求の
範囲により解釈されるべきであり、それと同等な範囲内にあるすべての技術思想は本発明
の権利範囲に含まれると解釈されなければならない。

【図１】 【図２】



(21) JP 2014-522675 A 2014.9.8

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２（ａ）】

【図１２（ｂ）】

【図１２（ｃ）】

【図１３（ａ）】

【図１３（ｂ）】

【図１３（ｃ）】



(22) JP 2014-522675 A 2014.9.8

【図１４（ａ）】

【図１４（ｂ）】

【図１４（ｃ）】

【図１５（ａ）】

【図１５（ｂ）】

【図１５（ｃ）】

【図１６（ａ）】

【図１６（ｂ）】

【図１６（ｃ）】

【図１７（ａ）】

【図１７（ｂ）】

【図１７（ｃ）】



(23) JP 2014-522675 A 2014.9.8

【図１８】

【図１９】

【図２０（ａ）】

【図２０（ｂ）】

【図２１】

【図２２（ａ）】

【図２２（ｂ）】

【図２３】

【図２４】

【図２５】



(24) JP 2014-522675 A 2014.9.8

【図２６】 【図２７（ａ）】

【図２７（ｂ）】 【図２８】



(25) JP 2014-522675 A 2014.9.8

【図２９】



(26) JP 2014-522675 A 2014.9.8

10

20

30

40

【国際調査報告】



(27) JP 2014-522675 A 2014.9.8

10

20

30

40



(28) JP 2014-522675 A 2014.9.8

10

20

30

40



(29) JP 2014-522675 A 2014.9.8

10

20

30

40



(30) JP 2014-522675 A 2014.9.8

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,I
D,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ
,OM,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,
VN,ZA,ZM

(72)発明者  イ、ヘ　ソン
            大韓民国　３３１‐２１０、チュンチョンナム‐ド、チョンアン‐シ、セオブク‐グ、７９‐２４
            　トゥジョン‐ドン、♯４０１　ハンソン　ビルディング


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

